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△
懐
徳
堂
記
念
會
記
事

0
理
事
會

5
応
疇
応
五
佑

（
大
正
土
二
年
）
二
月
十
三
H
開
會
｀
議
事
要
項
如
左

一
、
校
印
論
語
義
疏
1

一
闊
ス
ル
件
一
、
悛
徳
堂
考
出
版

1

一
開
ス
ル
件
一
、
某
金
壻
募
ノ
件
一
、
書
庫
研
究
室
講

師
寝
室
建
造
ノ
件
一
、
借
地
願
ノ
件

四
月
九
H
開
會
、
議
事
要
項
如
左

一
、
大
正
十
二
年
度
歳
入
歳
出
豫
算
決
算
到
照
表
同
牧

支
決
算
総
計
表
並
同
十
三
年
度
歳
入
歳
出
豫
算
案
一
、

懐
徳
堂
講
濱
集
登
行
ノ
件
一
、
懐
梅
堂
考
出
版
ノ
件

一
、
評
議
員
補
鋏
ノ
件
一
、
常
任
理
事
ノ
件
一
、
物
故

講
師
合
祀
ノ
件

六
月
十
六
H
開
會
、
議
事
要
項
如
左

一
、
十
月
恒
祭
孟
繭
ス
ル
件
一
、
物
故
講
師
肺
位
並
祭

典
形
式
＿
一
闊
ス
ル
件
一
、
評
議
員
補
訣
推
窟
ノ
件
一
、

懐
徳
堂
二
百
年
記
念
並
懐
徳
堂
記
念
會
十
年
記
念
事
業

1

一
閥
ス
ル
件

彙

報

入
月
三
H
開
會
、
議
事
要
項
如
左

一
、
故
西
村
講
師
兼
評
議
員
追
悼
祭
並
告
別
式
＝
品
細
ス

ル
件

九
月
三
日
開
會
、
議
事
要
項
如
左

一
、
十
月
恒
祭
＿
＿
閻
ス
ル
件
一
、
物
故
講
師
紳
位
ノ
件

一
、
評
議
員
補
跛
推
薦
ノ
件
一
、
書
庫
研
匹
九
室
建
造
地

域
孟
躙
ス
ル
件
一
、
懐
穏
堂
考
出
版
ノ
件
一
、
堂
友
會

追
悼
祭
廣
告
費
補
助
ノ
件
一
、
故
西
村
講
師
記
念
事
業

ノ
件
一
、
碩
園
博
士
追
悼
録
＿
＿
闊
ス
ル
件

十
月
三
十
日
開
會
、
議
事
要
項
如
左

一
、
故
西
村
講
師
記
念
事
業
ノ
件
一
、
在
阪
故
西
村
博

士
親
友
相
談
會
＝
闊
ス
ル
件
一
、
懐
徳
堂
講
演
集
出
版

契
約
書
案

十
二
月
十
二
日
開
會
．
議
事
要
項
如
左

一
、
東
山
春
宴
日
時
ノ
件
一
、
堂
友
會
員
慰
榮
ノ
件

一
、
故
西
村
博
士
記
念
會
要
項
追
加
ノ
件
一
、
懐
徳
堂

ー
百
年
記
念
祭
執
行
時
期
一
一
闊
ス
ル
件
一
、
夏
期
講
習

チ
開
ク
件

（
大
正
十
四
年
）
四
月
三
十
日
開
會
、
議
事
要
項
如
左

一
、
大
正
十
三
年
度
歳
入
歳
出
豫
算
決
算
劃
照
表
問
牧

六
〇



支
決
算
総
計
算
表
並
大
正
十
四
年
度
歳
入
歳
出
豫
算
案

一
、
懐
極
堂
二

Ii年
懐
穏
堂
記
念
會
十
周
年
記
念
事
業

1

一
闊
ス
ル
件
一
、
書
庫
研
究
室
建
造
ー
一
闊
ス
ル
件
一
、

夏
季
講
習
―
―
胴
ス
ル
件
一
、
故
西
村
博
士
記
念
會
締
切

期
限
延
期
ノ
件

〇
悛
徳
堂
考
の
重
印
故
西
村
碩
園
先
生
の
名
著
懐
徳
堂
考

は
曾
て
朝
日
新
聞
紙
上
に
連
載
せ
ら
れ
し
外
、
刊
本
こ
し
て

世
に
弘
（
流
布
せ
ざ
り
し
か
ば
、
其
の
重
印
を
望
む
人
多
か

b
し
が
、
近
く
懐
梃
堂
に
於
て
五
百
部
を
限
り
軍
印
す
る
こ

さ
＼
な
れ
b
°
末
尾
に
懐
徳
堂
復
興
小
史
マ
J

し
て
懐
徳
堂
記

念
會
の
記
録
を
抄
録
し
て
之
セ
附
録
し
、
肉
は
首
に
珂
樅
版

二
十
三
葉
を
附
す
る
外
、
黄
裳
中
井
先
生
の
懐
徳
堂
年
譜
を

附
印
す
る
こ
こ
な
れ
ば
、
讀
者
の
便
宜
大
な
る
も
の
あ
る
ペ

し。〇
懐
低
堂
記
念
會
闘
書
分
類
目
録
大
正
五
年
懐
籐
堂
重
建

の
嘗
時
~
僅
々
―
二
十
部
の
寄
贈
書
あ
る
に
止
ま
り
し
が
、

籾
山
衣
洲
翁
の
物
故
す
る
や
、
其
の
氷
壼
軒
寂
書
五
百
餘
部

七
千
餘
冊
愛
甲
兼
逹
氏
の
有
に
蹄
し
、
氏
は
之
を
懐
穏
堂
に

寄
託
せ
ら
る
°
尋
い
で
四
部
叢
列
の
印
行
せ
ら
る
る
や
、
勝

本
忠
兵
衛
小
食
正
恒
南
郷
三
郎
三
氏
の
捐
資
に
依
り
て
、
其

六

中
二
十
四
史
を
除
く
の
外
ー
そ
日
十
九
部
二
千
七
十
四
冊
を
購

入
す
る
こ
ご
を
得
た
り
0

同
十
年
、
講
師
西
村
博
士
の
宮
府

に
徴
用
せ
ら
る
る
や
、
行
る
に
臨
み
て
、
皇
朝
諸
子
類
村
餘

部
ー
ー
百
四
十
餘
冊
を
寄
贈
せ
ら
る
0

斯
く
の
如
く
に
し
て
、
．

現
に
堂
に
蔵
す
る
ご
こ
ろ
の
書
、
寄
託
書
を
合
せ
て
千
百
餘

部
約
一
萬
一
千
冊
を
算
す
る
に
至
れ
り
0

昨
年
七
月
よ
り
之

が
分
類
目
録
を
製
す
る
こ
ご
に
茉
手
し
、
懃
講
生
今
JIIせ
い

子
数
授
の
指
導
を
受
け
て
、
専
ら
事
に
営
り
、
今
や
略
ば
鰹

史
子
＿
＿
一
部
を
畢
れ
り
0

0
書
瓶
能
研
究
室
の
建
造
豫
ね
て
懐
徳
堂
に
書
庫
並
研
究

室
建
沿
の
計
齋
あ
り
し
が
、
今
回
故
西
村
博
士
記
念
會
の
螢

起
に
よ
り
、
碩
園
先
生
嚢
敷
の
書
全
部
の
懐
鍮
全
に
寄
贈
せ

ら
も
る
に
至
り
し
を
以
て
、
堂
に
螂
接
し
て
借
地
の
東
北
隅

に
於
て
、
愈
々
近
く
建
造
に
渚
手
す
る
こ
．
J
と
な
れ
b
こ
い

ふ
。0懐
穂
堂
講
演
集
り
登
行
本
年
よ
り
毎
年
一
回
若
く
は
藪

回
懐
徳
堂
講
演
集
の
撥
刊
せ
ら
る
る
こ
さ
ぐ
J

な
り
、
已
に
東

京
弘
逍
館
よ
り
登
行
せ
ら
を
°
而
し
て
定
期
講
演
は
懐
徳
堂

文
科
學
術
講
演
集
、
通
仰
講
演
は
懐
億
堂

Ii科
通
俗
講
演
集

y
;

名
づ
け
、
各
別
に
出
で
た
り
。



0
夏
季
講
習
會
入
月
初
旬
、
懐
穂
堂
に
於
て
、
約
一
週

問
支
那
學
に
闊
す
る
夏
季
講
腎
會
の
開
か
る
講
師
は
東
北
帝

國
大
學
法
文
學
部
敢
授
文
學
士
武
内
義
雄
（
老
子
概
説
、
）

文
學
土
石
演
純
太
郎
（
敦
煽
石
室
逍
書
に
就
い
て
、
．
）
大
阪
硲

等
學
校
数
授
文
學
士
財
津
愛
象
（
楚
僻
ご
漠
賦
）
の
諸
先
生
な

゜
り0
吉
田
講
師
の
蹄
朝
豫
ね
て
支
那
留
學
中
の
吉
田
講
師
は

去
る
六
月
五
H
留
母
の
期
涌
つ
る

Jゞ

共
に
師
朝
の
途
に
就
さ

天
津
よ
り
海
路
紳
戸
に
上
陸
、
十
二
日
池
田
に
蹄
着
せ
ら
れ

だ
り
ゞ
J
o

△
懐
徳
堂
堂
友
會
記
事

0
第
一
琥
本
會
記
事
補
遺

そ
も
／
＼
本
會
の
起
る
に
至
り
し
因
由
は
、
大
正
十
二
年

三
月
廿
九
H
茶
話
會
の
席
上
に
於
て
、
数
授
松
山
先
生
よ

り
『
懐
御
堂
罷
講
生
に
名
を
列
ね
し
人
も
、
今
は
七
八

H

名
の
多
き
を
林
ふ
る
に
至
り
た
れ
ば
、
此
等
同
志
の
人
々

よ
り
成
る
切
磋
親
睦
を
闘
る
會
を
組
織
し
て
は
何
如
』
マ
J

御
拮
ゐ
り
し
に
端
を
稜
し
ぬ
0

爾
来
罷
講
生
の
間
に
議
漸

＜
熟
し
＂
同
十
二
年
六
月
會
則
を
定
め
趣
意
書
を
草
し
、
．

曾
て
定
日
講
義
定
期
講
演
の
蝕
講
者
た
り
し
人
々
並
に
現

に
定
日
講
義
文
科
講
義
定
期
講
演
を
聴
け
る
人
々
等
に
向

つ
て
、
擬
起
人
甑
島
溜
三
郎
岡
田
空
碩
中
川
幸
三
井
上
正
，

芙
野
口
幸
雄
太
田
勘
兵
衛
山
本
楢
信
小
沼
止
墨
平
小
松
熊
之

助
青
木
潤
坂
田
廣
吉
平
野
得
三
の
名
を
以
て
趣
意
書
並
愈

則
を
登
送
し
て
、
其
賛
同
を
求
め
し
に
、
乍
ち
に
し
て
七

＋
餘
名
の
賛
成
を
得
、
十
月
恒
祭
の
日
を
以
て
登
會
式
セ

皐
ぐ
．
ベ
ー
、
準
備
し
つ
つ
あ
り
し
に
、
九
月
に
至
り
て
か
の

嗅
古
の
大
震
災
あ
●
‘
咋
之
が
た
め
に
恒
祭
も
や
う
や
く
寸

一
月
四
日
に
執
行
せ
ら
れ
、
同
日
を
以
て
登
會
式
を
欅
ぐ

る
を
得
る
に
至
り
た
り
。

0
記
事
印
駆
正
十
三
竺
冠
）

大
正
十
三
年
一
月
十
七
H

（
第
三
木
曜
）
講
義
終
了
後
、
定

例
幹
事
會
を
開
く
0

松
山
會
長
臨
席
、
會
報
悛
行
に
開
す
る

件
、
冬
季
茶
話
會
期
H
の
件
を
協
議
し
、
十
時
散
會
せ
り
C

同
年
二
月
七

u
（
第
一
木
曜
）
請
義
終
了
後
、
定
例
幹
扉
會

を
開
(
0

松
山
會
長
臨
庶
。
朱

+
-
H紀
元
節
の
佳
反
を
以

ご
冬
季
茶
話
會
を
開
く
べ
く
に
付
、
其
準
備
に
闊
す
る
件
、
ヘ

中
井
木
菟
麿
氏
を
名
餐
會
員
に
推
窟
の
件
を
議
決
し
●
且
っ

茶
話
會
の
節
t

、a
中
井
履
軒
先
生
の
追
著
七
罷
逢
原
七
経
彫
題

ー',、



界
を
陳
列
し
、
會
員
に
展
悦
せ
し
む
る
こ
>
f
J
V
J

し
、
右
借
用

方
を
小
沼
幹
事
を
以
て
｀
中
井
家
へ
申
込
む
こ
マ
J

こ
せ

b
o

二
月
＋

9-日
冬
季
茶
話
會
唄
會
，
第
一
琥
に
記
事
あ
h
o

三
月
二
十
一

H
春
季
探
勝
會
第
一
琥
に
記

mあ
り
。

＿
二
月
二
十
四
H

（
月
曜
）
聴
講
後
九
時
よ
り
臨
事
幹
事
會
を

開
き
松
山
會
長
以
下
出
席
二
三
嘗
面
の
要
件
を
決
議
せ
り
。

五
月
＋
1

1

日
（
月
曜
）
午
後
六
時
よ
り
臨
時
幹
事
會
を
開
く

松
山
會
長
稲
束
名
翠
骨
員
も
臨
席
し
、
會
報
務
行
に
闊
し
協

議
せ
り
。

七
月
二
十
三
日
（
水
曜
）
午
後
一
時
よ
り
幹
事
會
開
會
0

松

山
會
長
以
下
幹
事
及
堂
友
野
口
幸
雄
出
席
0

會
誌
送
附
の

件
、
次
琥
編
輯
準
備
の
件
、
夏
季
茶
話
會
の
日
時
及
討
論
題

目
の
件
、
中
江
藤
樹
遺
跡
訪
古
の
件
、
會
誌
寄
贈
範
園
の
件

を
議
定
せ
p

し
後
、
幹
事
等
は
會
誌
登
送
の
準
備
を
了
し
、
肉

茶
話
會
の
通
知
を
敬
送
せ
り
0

午
後
九
時
散
會
。

七
月
二
十
七
H

（
日
曜
）
夜
七
時
よ

i

り
幹
事
會
開
會
、
松
山

會
長
以
下
出
席
0

懐
徳
第
二
琥
に
初
琥
正
誤
表
を
載
す
る
こ

叉
幹
事
中
に
編
輯
主
任
を
定
む
る
こ
マ
J
‘

堂
友
會
趣
意
書

並
曾
則
を
次
琥
に
掲
載
す
る
こ
>
J
、
堂
友
會
疲
企
ょ
り
成
立

に
至
る
ま
で
の
経
過
セ
載
す
る
こ
こ
等
を
議
決
す
。

一/‘ 

七
月
三
十
日
明
治
天
皇
祭
日
夜
七
時
よ
り
刃
季
茶
話
會
を
大

講
堂
に
開
く
0

名
誉
會
員
稲
束
、
財
津
雨
先
生
以
下
會
員
四

土
二
名
寺
脅
し
、
『
儒
放
の
照
米
に
就
て
』
各
自
所
見
を
吐

露
す
べ
か
り
し
豫
定
な
り
し
が
、
折
柄
講
師
名
誉
會
員
西
村

碩
園
先
生
東
京
に
於
て
遠
逝
の
訃
昔
に
接
し
た
る
を
以
て
｀

會
長
松
山
先
生
は
俄
に
上
京
せ
ら
れ
た
れ
ば
出
席
な
く
、
随

t
;
｀

9
:
‘
i
.『

ig

ら

ぜ

名

て
今
晩
は
西
吋
先
生
に
判
す
る
懐
餌
談
を
以
て
互
に
弔
意
を

表
す
る
こ

Jゞ

ゞ
L
し
、
稲
束
、
財
津
雨
先
生
其
他
會
員
の
懐
奮

談
あ
り
て
、
＋
時
散
會
ぜ
り
。

九
月
入

H

（
月
曜
）
幹
事
會
開
會
｀
松
山
會
長
以
下
幹
事
T

野
口
會
員
出
席
、
碩
園
先
生
追
悼
鎌
ャ
懐
徊
臨
時
琥
ご
し
て

出
す
こ
＞
こ
を
議
決
じ
、
會
長
の
名
を
以
て
寄
稿
依
頼
朕
を
各

方
面
に
登
送
の
こ
ご
に
定
め
、
i
依
頼
状
認
め
方
ゼ
野
‘
口
、
平

野
。
中
川
、
小
沼
五
會
員
に
會
長
よ
b
依
嘱
あ
b
肉
野
口

x

井
上
、
山
本
、
中
川
、
四
會
員
に
幹
事
の
事
を
助
く
る
や
う

依
嘱
あ
り
。

十
月
I

1
H
（
木
曜
）
講
義
後
幹
串
會
開
會
、
松
山
會
長
以
下

出
席
°
小
沼
幹
事
病
氣
の
為
め
紬
席
。
本
五
日
懐
徳
堂
記
念

恒
祭
に
於
け
る
會
員
の
諸
係
分
搬
並
に
主
任
を
定
め
、
會
長

よ
り
依
瞬
あ
h
o



十
一
月
一
日
（
土
曜
）
幹
事
會
開
會
、
故
西
村
先
生
追
悼
琥

原
稿
蒐
集
の
件
に
つ
含
打
合
す
。

十
一
月
六
日
（
木
曜
）
幹
事
會
開
會
、
秋
季
探
勝
會
の
期
日

を
決
定
し
、
通
細
状
を
登
送
す
。

十
一
月
二
十
一
i

l

日
（
日
曜
新
牝
祭
u

2

)

秋
季
探
勝
會
畢
行
。

観
心
寺
．
延
命
寺
を
観
壺
す
0

記
事
別
項
に
あ
り
。

十
二
月
四

H

（
木
曜
）
講
義
後
幹
事
會
開
會
、
松
山
會
長
以

下
幹
事
の
外
、
野
口
、
井
上
、
山
本
、
中
川
、
今
川
諸
會
員

出
席
°
平
野
幹
事
映
席
°
會
長
よ
り
追
悼
鎌
編
輯
に
闊
す
る

経
過
の
報
告
あ
り
、
内
容
目
次
セ
示
し
て
意
見
を
徴
せ
ら
る

悔
荒
木
京
＊
線
長
追
憶
談
賂
取
方
、
寄
附
金
受
領
方
、
寄
稿

者

身

分

取

調

方

等

に

つ

ぎ

會

員

に

依

嘱

あ

b

o

.

十
二
月
十
八
日
（
木
曜
）
請
義
後
茶
話
會
開
會
0

松
山
数
授

以
下
懃
講
生
二
十
一
名
出
席
。
年
日
代
會
員
の
欧
米
漫
遊
談
ぁ

。
り十
二
月
二
十
一
-ln"
（
火
曜
）
幹
事
會
開
會
、
松
山
會
長
以
下
・

出
席
0

追
悼
鎌
贈
口
下
の
範
園
其
他
敷
件
セ
議
定
し
、
尚
會
長

よ
り
故
西
村
博
士
記
念
會
隣
金
依
頼
者
名
節
調
製
ガ
並
に
依

頼
朕
名
宛
認
方
に
つ
き
小
沼
、
野
日
、
平
野
、
中
川
、
山
本

五
會
員
に
依
嘱
あ
り
。

大
正
十
四
一
月
十
五
日
（
水
曜
）
講
義
後
定
例
幹
事
會
開
合

松
山
會
長
以
下
幹
事
並
に
野
口
、
中
川
、
山
本
諸
會
員
出
席

追
悼
鎌
壻
刷
の
議
出
で
居
り
し
も
、
壻
刷
せ
ざ
る
こ
こ
に
決

定
し
、
前
堂
友
會
費
並
に
會
報
度
敷
等
に
つ
き
、
種
々
意
見

出
で
し
も
、
決
す
る
マ
J

こ
ろ
な
く
、
各
自
立
案
の
上
更
に
審

議
し
、
原
案
セ
定
め
、
之
を
総
會
に
諮
る
こ
で
に
決
す
。

二
月
八

H
（
日
曜
）
幹
事
會
開
會
、
松
山
會
髭
以
下
幹
事
（
太

田
、
阪
島
鋏
席
）
の
外
、
野
口
、
中
川
、
山
本
出
席
。
士
全
I

五
H
冬
季
茶
話
會
の
次
第
セ
定
め
、
石
奄
、
蘭
洲
、
梵
奄
、

履
軒
四
先
生
oJ
遺
墨
セ
陳
列
す
る
こ
・
r
J

を
決
し
、
通
知
朕
登

送
の
準
備
を
な
す
、
是
日
追
悼
録
成
る
。
竹
協
力
包
装
、
並

に
宛
名
記
入
の
事
に
従
ふ

同
月
九
日
（
月
曜
）
岡
田
、
野
日
、
山
本
、
中
川
、
平
野
、

太
田
等
の
諸
會
員
登
堂
。
追
悼
鎌
包
装
並
宛
名
記
入
の
単
セ

了
す
、
夜
半
退
散
。

同
月
十
五

H
(
H
曜
）
冬
季
茶
話
會
開
曾
、
記
事
別
項
に
あ

゜
り―
二
月
五
H

（
木
曜
）
定
例
幹
事
會
開
會
、
松
山
會
長
以
下
岡

田
、
太
田
へ
山
本
一
二
幹
事
平
野
會
員
出
席
、
野
口
、
小
沼
雨

幹
事
峡
席
、
會
報
懐
徳
は
一
年
四
月
‘
七
月
、
＋
1

月
の
三

六
四



懐
樽
堂
同
人
會
は
懐
徳
堂
聴
講
生
有
志
の
組
織
に
係
り
、
日

曜
朝
講
の
後
、
同
人
相
集
り
て
輪
講
の
會
を
開
I
、
も
の
に
し

て
、
大
正
十
年
九
月
石
井
宗
一
。
山
本
楢
信
、
高
砂
消
七
、

黙
田
久
春
等
の
主
唱
登
＾
止
す
る
y
J
こ
ろ
な
り
0

毎
請
必
す
数

授
ま
た
は
講
師
の
臨
席
を
仰
ぎ
、
疑
義
を
質
す
を
常
y
J
す
。

初
め
論
語
を
講
ぜ
し
が
、
後
古
今
の
名
文
藪
十
篇
を
選
讀
し

嗣
い
で
曾
國
藩
の
経
史
百
家
簡
編
に
移
り
、
其
の
全
部
を
了

し
、
今
は
唐
文
評
註
讀
本
セ
用
び
て
、
己
に
敷
十
篇
を
終
れ

△
懐
徳
堂
同
人
會
近
況

同
登
行
す
る
こ
マ
J
>
p
し
、
其
内
容
は
堂
の
事
業
を
成
る
べ
く

詳
細
に
報
す
る
を
主
眼
ゞ
J
し
、
講
演
は
其
要
旨
を
、
講
義
は

其
の
一
部
分
を
載
す
る
や
う
に
し
て
は
如
何
ゞ
J
の
會
長
の
意

見
あ
り
、
第
三
琥
は
千
賀
博
士
の
『
國
憫
の
擁
護
』
を
載
せ

成
る
ぺ
く
四
月
に
出
す
こ
こ
を
沢
し
、
春
季
探
勝
會
の
日
時

を
定
め
、
場
所
は
幹
事
の
選
疋
に
委
ぬ
る
こ
ゞ
こ
に
決
す
、
術

會
長
よ
り
會
報
楼
行
り
罷
我
補
墳
の
方
法
に
つ
き
て
意
見
を

述
ぺ
ら
る
。

1

二
月
二
十
一
日
（
土
曜
）
春
季
探
勝
會
懸
行
｀
記
事
別
項
に

あ
り
0

六
五

△
會
員
消
息

り
0

毎
回
出
席
す
る
も
の
僅
に
敷
人
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
同
を

煎
ぬ
る
こ
ゞ
J
己
に

ti
二
十
有
餘
阿
に
逹
せ
b
0
山
本
楢
信
、

中
川
幸
三
、
不
破
璽
二
、
河
野
消
光
、
今
JII
せ
い
子
等
に
よ

り
て
持
綾
せ
ら
れ
居
れ
り
。

△
名
欅
會
員
並
新
入
會
員

文
學
博
士
高
瀬
武
次
郎
、
文
學
博
士
鈴
木
虎
雄
雨
先
生
ば
、

何
れ
も
本
會
名
餐
會
員
た
る
こ
．
こ
を
快
諾
せ
ら
れ
た
り
。

左
記
二
君
は
何
れ
も
新
た
に
本
會
に
入
會
せ
ら
れ
た
b
o

稲

田

穣

久

保

田

‘

昇

會
員
三
宅
春
陽
君
は
今
回
官
命
に
披
b
、
欧
米
見
學
旅
行
の

為
め
、
近
日
稜
程
の
由
。

駕
會
員
高
砂
消
七
君
嚢
き
に
疾
セ
獲
、
専
ら
炉
養
に
力
め
、

一
時
そ
の
全
快
を
報
せ
ら
れ
し
に
、
．
去
る
二
月
十
二

H
病
勢

逮
に
革
ま
り
、
滴
焉
>
、
J
し
て
逝
け
り
9
君
學
を
好
み
ー
荊
米

身
を
學
問
に
委
沿
る
を
決
し
、
疾
癒
ゆ
る
を
待
ち
で
、
大
東

文
化
學
院
に
入
ら
ん
ざ
欲
し
、
準
備
お
さ
ー
＼
怠
な
か
]
h
し

ご
い
ふ
0

年
僅
か
に
二
十
三
歳
。
＇
惜
む
ベ
ー
｀
〇



△
春
季
探
勝
會

大
正
十
四
年
一
二
月
二
十
一
日
春
李
皇
総
祭
H
↓
ど
以
て
探
勝
脅

を
催
す
0

此
の

H
好
睛
、
午
前
八
時
三
十
分
湊
町
騨
に
集
合

せ
し
も
の
松
山
會
長
以
下
十
六
人
。
八
時
四
十
七
分
同
繹
登

五
條
行
列
車
に
乗
込
み
大
和
國
北
葛
城
郡
賞
扉
村
に
向
ふ
。

こ
れ
二
上
山
常
螂
寺
を
観
惚
せ
ん
が
為
め
な
り
。
＋
時
四
分

下
田
騨
に
下
車
し
、
西
南
方
に
向
て
田
圃
逍
セ
行
く
こ
ご
二

十
五
丁
に
し
て
、
営
麻
寺
に
逹
す
。
此
寺
は
役
行
者
小
角
が

佛
法
典
隆
最
初
の
霙
地
に
し
て
、
天
武
天
墾
御
宇
白
鳳
年
中

に
七
堂
伽
藍
を
建
立
し
て
、
勅
願
所
<
J

な
し
玉
ふ
0

其
後

孝
徳
天
皇
御
宇
、
横
侃
右
大
臣
藤
原
豊
脳
の
女
中
痛
姫
が
天

平
賓
字
七
年
に
大
誓
願
を
起
し
て
常
寺
に
入
り
、
剃
髪
し
て

法
如
丘
尼
こ
稲
し
、
苦
業
を
積
み
し
功
徳
に
て
蒲
陀
の
霊
戚

を
得
、
覇
絲
を
以
て
織
上
げ
た
？
‘
J

云
ふ
浮
土
九
品
＊
帳
荼

羅
に
因
h

て
其
名
顕
は
れ
た
り
0

，
本
坊
奥
院
の
住
職
櫂
僧
正

森
井
察
聞
師
は
一
行
を
牡
丹
の
間
に
（
一
に
淀
君
御
化
粧
の

間
y
J

い
ひ
、
桃
山
の
楽
築
第
よ
り
移
し
た
る
も
の
ご
云
ふ
）

迎
へ
ら
れ
て
茶
を
蟹
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
携
帯
せ
る
行
厨
を
開

き
て
中
食
を
済
ま
し
、
そ
れ
よ
り
森
井
僧
正
に
導
か
れ
て
講

堂
に
至
り
、
縁
起
を
舷
聞
し
、
書
院
に
至
り
，
て
國
賓
セ
拝
観

す
°
法
然
上
人
行
吠
納
港
（
土
佐
吉
光
外
藪
人
の
筆
に
し
て
、
，

詞
書
は
伏
見
、
後
伏
見
、
後
一
條
諸
帝
の
窟
翰
に
係
る
、
智

恩
院
の
も
の
＜
」
共
に
四
十
八
巻
御
偵
ご
稲
し
て
、
泄
に
喧
博

せ
ら
る
）
常
廂
寺
翰
縁
起
一
二
巻
（
土
佐
光
茂
の
筆
詞
書
は

後
奈
良
天
白
素
の
窟
翰
セ
初
め
、
尊
鎮
親
王
外
七
人
の
筆
に

係
る
）
其
他
何
れ
も
希
世
の
珍
賓
な
b
°
夫
れ
よ
b
曼
荼
羅

堂
（
本
堂
な
り
）
金
堂
東
塔
西
塔
鈍
棲
等
を
巡
覧
せ
し
に
、
’

堂
塔
は
み
な
特
別
保
護
建
造
物
に
し
て
、
建
築
學
専
門
家
な

・つヽ
J

の
見
逃
が
す
べ
か
ら
ざ
る
参
考
資
料
た
り
0

奥
院
に
は
棗

楽
第
よ
り
移
し
た
る
牡
丹
の
間
あ
る
に
因
み
、
常
住
森
井
僧

正
が
紅
白
紫
黄
各
種
の
牡
丹
敷

If株
を
壕
内
に
栽
培
せ
し
を

以
て
、
花
時
に
は
頗
る
盛
観
な
る
ぺ
し
0

午
後
三
時
寺
を
僻

し
、
蹄
路
は
健
脚
家
は
二
上
山
を
越
え
て
河
内
の
磯
長
に
出

で
、
太
子
口
よ
り
電
車
に
乗
り
セ
る
も
の
あ
り
0

松
山
會
長

外
敷
名
は
元
の
途
を
還
り
て
、
下
田
謬
四
時
十
六
分
登
の
汽

車
に
て
蹄
阪
せ
り
。 六

1

ハ




